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伝統を守る
⑫ 
手仕事の技、自分の使命に

提灯作り

真っ白な提灯に文字を入れている水出さん。明治時

代から提灯庖をやっており、水出さんが 3代目。いち

ばん多い時期には市内で5、6件あった提灯庖も、今

はたった 1件だけ。「おやじがいたころは、兄弟でやっ

ていたんですカf・ーどこもf乍り手カヘ、なくなうてしまい
ましてね」と、水出さんは語リます。

提灯の!ll!には、大ざゥぱに、隣run担と関西111に分け
られるそうです。|関西型はどちらかというと女性的。

(再生紙を使用しています〉

-水出伸秀さん(48歳・南天神町)

量産向さとのこと。水出さんは「うちは関東型。手仕

事の部分が多L、んですよ」と。現在では採りなどに使

う提灯がほとんど。提灯の形をした木の枠に「ひご」

を巻きつけ、縦に糸を張ります。そこに和紙をは ')、

文字入札。道具付けをした後、仕上げに特殊な油を強

うて完成です。「今は、提灯も注文があるときだけ。や

めてしまうのもどうかと思い、自分の使命だと思って

やっています」と水出さんは語ってくれました。
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出だ

合「電車と乗用車が衝突。
乗用車が炎上J と仮定し
て訓練が始まる

突

吟負傷者を救出した後、
署員が乗用車を移動

a暑
-zj "1 
P、"1!:V' i也、
tf 1ll 
Yマ
7 J J 1目、第 1図上小地区粕

神l~V. 5j~ ~守スホーツ大会が、陸上

競技場で行われました。上小地

区の13の地設などから 251人の

j岩手が出場。 トラック ・フィー

ル v競技のほか、ユニークな競
技も行われ、盛り上がりました。

雇
用
車
事
故
線
定
で
訓
練
一

踏
切
で
立
ち
往
生
し
た
自
動
卓
と
、
屯
車
と
の
前
突
事

故
を
想
定
し
た
故
山
訓
練
が
六
月
二
十
六
日
、
上
回
交
辿

下
之
郷
駅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の

U
は

k
小
地
域
の
弁

消
防
明
日
な
ど
約
八
十
人
が
参
加
点

M
地
い
り
で
は
初
め

て
行
う
も
の
で
す
。
訓
糾
で
は
、
路
切
必
故
に
よ
る
負
向

者
を
救
出
す
る
訓
練
や
消
火
訓
練
、
脱
線
し
た
電
卓
を
空

気
圧
で
持
ち
上
げ
る
と
い
う
よ
う
な
試
み
も
な
さ
れ
、
終

始
き
び
き
び
と
し
た
態
度
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

曾電車の中の負傷者は担架に乗せられ、

クレーン牽で救出された
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市
の

「
広
報
」
は
じ
め
党
側
タ
ウ

一η

ン
紙
に
は
、
い
ま
や
的
報
が
あ
ふ
れ

滑

て
い
ま
す
。
あ
ま
り
に
そ
の
祉
が
多

ー

す
ぎ
る
せ
い
か
、
感
覚
が
ま
ひ
し
て

い
る
の
か
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
読
ん

で
い
る
人
は
少
な
い
の
で
は
・:
。

生
涯
教
育
の
立
場
か
ら
も
、
日
常

生
活
を
よ
り
心
盟
か
に
す
る
た
め
に

も
、
も

っ
と
詳
し
く
読
む
こ
と
を
お

納
め
し
ま
す
。

「
広
報
」
が
家
臨
に
届
く
ま
で
に

は
自
治
会
の
役
目
只
の
労
に
よ
り
ま
す

が
、
行
事
の
お
知
ら
せ
や
期
限
付
き

の
内
容
の
も
の
が
間
に
合
わ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

一
日
で
も
早
〈
配

布
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

関
心
が
無
い
人
は
れ
に
し
ま
せ
ん

が
、
い
ろ
い
ろ
た
め
に
な
る
催
し
が

あ
る
の
で
す
。
税
金
ば
か
り
取
ら
れ

る
と
こ
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
税

金
で
行
っ
て
い
る
行
事
に
参
加
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
ど
の
会
場

で
も
削
似
た
人
だ
け
の
顔
を
見
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
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あ
な
た

・
わ
た
し
の
戸
」

へ
の

「広
報
」
で
行
事
に
参
加
を



市の動き幅t

勤
労
者
の
福
祉
施
設

「
サ
ン
・
ワ
ー
ク
上
田
」
が
オ
ー
プ
ン

全
天
候
型
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
シ

ャ
ワ
ー
室
ち
完
備
|
勤
労
者
の
福

祉
施
設
「
サ
ン

・
ワ
ー
ク
上
回
」
が

完
成
、
七
月
三
日
に
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
巌
用
促
進
事
業
問
と
市

が
京
嵐
山
林
間

i
業
団
地
内
に
辿
設

を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
総
引
業
貨

は
約
二
億
千
六
百
万
円
一
附
に
は

ロ
ビ

l
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
二
附
に

は
文
化
教
養
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1日 市民と rlil三の日六ヶ村摂工区除幕式(小

牧)

2日 全同市長会役員会 (-4目、東京)= 4 
日の総会で'全[1¥1市長会日Ij会長に永野市長が選

II'r、任JYl1年= 地域賑興事業団理事会

3日 浅川11峨広域常良団地促進協議会総会(京

市111町)

4日 |二|日rli水道事業協力会総会(勤労者九件11:
センター) ~ I" 'ìi\. ・J i.態穴言発令による交通安

全i.tr!lti~tí持 ( 1)払坑米交芸名点付近=写真下=)

転を 4・
を持一
つ人
たひ
患と
いり
や

り心
のに
あゆ
ると
還り

回
圃
園
困

マ
利
用
で
き
る
人

勤
労
者
、
一

般
の
人

マ
利
用
時
間

午
前
九

時
l
午
後
十
時

{テ

ニ
ス
コ
ー

ト
は
午
後
五
時
ま
で
)

マ
休

鎗
日
円
略
目
、

国
民
の
悦
自

の
翌
日
、
年
末
年
始

(
ト
二
月

二
十
九
日

1
明
年
一
月
三
日
)

マ
利
用
方
法
利
用
す
る
前

円
ま
で
に
ゆ
d
h
d
で
直
緩
「
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・
ワ
ー
ク
ヒ
回
」
(
含
@
9
0

0
0
)
ま
で

w

以
前
ひ
じ
べ

1
ジ
の
「
利
別
案

内
」
で
、

利
用
時
間
と
休
館
日

に
一
部
ぶ
り
が
あ
り
ま
し
た

お
わ
び
い
た
し
ま
す

7日 r.nJ rli枇党附書官悩祉協会総会(勤労者
~，';M:センター)

8日 ぬミ林まfl子7~1l・Jç会

9日 6 J 1定例市議会招集 (-24日)

10日 長~In'u~業築地排水連絡協議会総会(J三

9lf' di) 

11日 以!JIn'l ~ n 然f辺地保全審議会 (長野市 )

14日 北|控新幹総長野以北早期l着工実現住民総

決起民会(飯山市)

15日 6 Il定例市議会一般質問 (-17日)

18日 以野県l品業問題恕談会(長野市) 長野

県民組帯議会(1三回・市)

22日 上印"1ft英会理事会、評議員会
23日 1:悶共同悩祉施設の愛称が決定、記念品

贈呈式=時入の点品

平ーさんの作品てJサ

ン ・ワーク 1-.問J= 
29日 上回rli，;，~;住民部

排水・j王立j断行協議会

総会(助ヴi.rr悩十il:セ
ンター)

30日 北liを新件忠良J二IlJ

駅ill設広域推進協議

会、|言j上山駅'illitif足

j1fIl制J真向11JL会

設
析
を
募
集
し
て
い
ま
す
P

一
ニ
行
字

以
内
(
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
も
付
記
。
匿
名
も
可
)
に

ま
と
め
て
、

〒
揃
市
内
大
手
一

l

一
一
ー
一
六

上
回
市
役
所
秘
書
課

広
報
係
へ
。

テ
レ
ビ
版
「
広
報
」

サ
ン
デ
ー
う
え
、
た

毎
日
曜
日
6
回
放
送

ハ
6
民町、
9
時
、
正
午
、
何
時
、
げ
筒
、
辺
筒
〉

U
C
V
(
上
回
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
)

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ど
う
ぞ
。

|市民と市長の日1

8月羽田②
午前9時~正午

市長室
(市役所3階)

7. 16 広報うえだ4.(3] 



お知らせア・弓・カルト

信
ル
ペ
川
町
十
|
|
|

ぷ
@
れ
安
全
に
ノ

婦
人
少
年
室
協
助
員
を
よ
ろ
し
く

婦
人
少
年
室
一協
助
員
制
度
と
は
、
勤
労
婦
人
・

青
少
年
の
保
護
福
祉
、
婦
人
の
地
位
向
上
な
ど

に
理
解
あ
る
有
識
者
に
、

婦
人
少
年
室
の
業
務
を

援
助
し
て
い
た
だ
く
制

度
で
す
。
協
助
員
は
併

働
大
臣
が
委
唱
し
、
任

期
は
二
年
。
市
内
で
は

次
の
四
人
の
皆
さ
ん
で

す
。
婦
人
や
背
少
年
に

閲
す
る
相
談
は
お
近
く

の
協
助
民
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

白水の入ったバケツを用意しましょう。

回燃えやすい場所の近くで花火はしない。

図必ず大人がついて。

回花火の火が消えても、すぐにのぞかない。

回終わった後は、しっかり周囲に水をかけて。

15自治会に
昨年7月から始まった3つめモデル自治会 (西

町竹、緑が丘、南天神町)による資源ごみの分別

回収。3Hまでに約40 の紙lii.布矧が回収され

ています。今年度は上記に加え、築地、下出尻、

愛宕町などがスタート。今後む朝日ケ丘、JlIIJ;(、

十人、上手、)11西地区で順次実地される予定です。

モデル回収

E言事王位，... ~匙隼辺倒凶:t:位制泊目
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車
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e
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124906 

，42260 
2Z2198 

常管減6-5-5(常巻町)

伺所60トI(御所)

回会1422-1(よ沢}

酒井喜良

久保みはる

モデル自治会の資源回収日と場所 〈平成4年6周末現在〉

自治会名 資源回収スァーション位置 回収 日

富士見台 富士見台自治会館前 毎月第 |水曜日

築 地 築地公民館前 グ第 |月曜日

下t~尻公民館前 11 ~ I月曜日

下 li.尻
山根集会所入ロ 1/ 

J R西上回駅手前T字路 11 

信越フッコール前交差点 11 

愛宕町 愛宕町公会堂前 が第 2月曜日

馬場町 馬場町公会堂前 グ第3水曜日
児童置公園東側入ロ 1/ 第 3水犠日

下 常国
国中パッァリー前 1/ 

l日小柳産業前 1/ 

菊岡ァーラー側 I! 

西野竹自治会書宮前 グ第3木曜日

西野竹 小林秀機宅前 11 

場内幸一郎宅前 11 

緑が丘 緑が丘会館前 H 第3月曜日 l

緑が丘北区会館前 I!第3月曜日

緑が丘北 緑が丘児室館前 11 

県営住宅掲示板前 11 

森 森公民館前 グ第3月曜日
国介寺火の見前 H 第3月曜日

国 ヲー 自信工業駐車場倶11 11 

指沢摩美宅前 11 

よ 本郷
上本郷公民館前 11第 4月曜関

jj_図公民館自転車置き場前 11 

ひばりが丘 生活改善センター前 H 第 4月曜日 |

策上集会所前 が第4月曜日

奈良尾
東下集会所前 11 

西上集会所前 /1 

西下作業所前 11 

南実神町会館前 H 第 4水曜日

南天神町 J T社宅内公園入口 1/ 

平野自動車駐車場前 1/ 

長聖子大学 学生自治会霊前倉庫 が鑓 時 l

t事足竹内

132485 上回1478-5(rt:沢}ID崎建司

(
4
月
幻
自

1
6
月
山
内
日
受
付
分
)
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普
立
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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)
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半
五
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(
岩
清
水
)
七

十
五
万
九
千
五
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八
十
三
円
社
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福
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献
立
金
と
し
て

マ
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テ
ィ
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・
デ
ー
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通

信
樹
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テ
キ
ス
ト
背
戸
合
成
ボ
ー

ド
一
台
点
字
図
書
館
へ

マ
脚
オ
l
ク
サ
興
産
様

土
地
百
五

十
二

・
一ム
八
一平
方
勺

児
童
遊
岡
地

の
敷
地
と
し
て

マ
匿
名

十
万
円
消
防
施
設
の
幣

備
と
し
て

マ
白
倉
征
恵
様

(北
御
牧
村
)
介
護

ベ
ッ
ド
一

台
、
サ
イ
ド
テ
ー
ブ
ル
一

台

報

恩
寮
へ

マ
上
田
市
東
塩
田
林
間
工
業
団
地
組

合
様

五
百
六
万
円
上
回
共
同
相

枇
施
設
「
サ
ン

・
ワ
l
ク
上
回
」
の

施
設
整
備
費
と
し
て

マ
上
田
さ
っ
き
会
様

二
万
千
五
百

四
十
五
円
社
会
福
祉
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金
積
立
金

と
し
て
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(
故
)
樋
口
と
く
様
(秋
和
)
五
十
万

円
老
人
福
祉
事
業
と
し
て

マ
中
部
電
力
側
上
国
営
業
所
様

サ

ツ
キ
二
百
五
十
本
小
学
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へ

マ
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
上
田
様

ベ
ン
チ
三
台
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
回

へ



特別児童扶養手当
・対象…精神または身体に障害がある20歳未満の児

童を肱謎養育する父 ・母か養育している人に支給し

ます。ただし、所得制限あり 。

・手当の支給…〔支給月額〕障害児1人につき l級

46.390円、2級30，930同 〔支給日〕年3回-4月、

8月、 11月

現況の届け出

お知らせア・弓・かしト

児童扶養手当
-対象・・.18i凌..米ij13のリ己責.が父と生Hを同じくして
いない場介 (離婚など)または父が重度の|咋審者で

ある場合に、その児戒を日伝説する母 (養育している

人)に支給します ただし、所得制限あ 1)。

※心身に I};~ :~与があ る児輩については20歳未jilt 。

・手当の支給…〔支給月額〕児書:1人の場介38，220

円、 リよ翫2人の場介43，220問、 リ己主:3人以降1人に

つき2，000円加算 〔支給日〕年3回一4円、 8丹、

12月 当

。
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r -一一一一一昨一一一一一日一一一一一一一-.，! 母子・父子家庭の皆さんへ i 
I r母父げの集いJt= é'~加を !
市と母子寡婦福祉会では、次によ 1)開催します。

， 1>とき 8月9日(，杵前6時30分市役所出発 1 
， 1>ところ 富士急ハイランド b参加資小学生 ! 
‘ 以下1.000問、大人(中学生以上)1，300円。いずれ ー

も昼食代を含みます。 1>申し込み 児童保育総 i 
か母子寡掃福祉会役貝へ現舎を添えて申し込んでく i
ください。定員(パス4台)にな 1)次第締め切り 。 I

・ ーー一一一一一一一_.一一揖由一・5

児童保育課

-語掴醤草画書

兜童保育課

(内線1636)

困|
凶|
固|

取り引き ・証明用

計量器の定期検査

-8 F.1 17S~9 F.1 4S 

計
量
器
を
取
り
引
き
(
商
品
の
売

買
、
運
送
、
医
薬
品
の
調
剤
、農
産
物

の
売
買
な
ど
)
に
使
用
す
る
皆
さ
ん

は
、
そ
の
計
立
器
の
定
期
検
査
を
一

年
に
一
度
受
検
す
る
こ
と
が
計
量
法

に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
計
呈
器
の
定
期
検
査
は
、

八
月
十
七
日
川
か
ら
九
月
四
日

ωま

で
実
地
し
ま
す
の
詳
し
く
は
八
月

一

日
付
け

「広
報
」
で
抽
出
帆
し
ま
す
。

な
お
、
計
品
部
が

二
卜
ム
日
以
上
あ

る
場
合
、
建
物
な
ど
に
取
リ
付
け
て

あ
る
場
介
、
ま
た
は
光
屯
式
は
か
り
、

電
気
抵
抗
線
式
は
か
り

の
場
合
は
中

前
に
よ
り
出
張
検
作
も
行
い
ま
す

希
明
者
は

「所
ト
代
場
所
椴
穴
水
認

巾
訪
米
一
川
」
を
九
月
間
日
附
ま
で
に
・
附

工
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
特
定
の

受
般
日
を
希
望
す
る
か
た
は
八
月
五

日
制
ま
で
に
中
前
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
商
工
課

(内
線
1

4
0
6
)
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ん夫』沢nH
V
 

H
9
 

4
n
・

国
貝

六
月
定
例
市
議
会
で
、
固
定
資

長
蛇

産
評
価
審
査
委
員
に
柳
沢
郁
夫
さ

U
じ

ん
が
市
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任

一完占

(
新
)
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
三
年
。

議
官

前
任
の
山
浦
盛

一
さ
ん
に
は
長
い

価

問
長
め
さ
れ
、
御
苦
労
さ
ま
で

市

T

し
た
e

-=竺回

略
歴
:
乙
種
飛
行
予
科
練
習
生

百

(
旧
制
中
学
校
)
卒
業
、
市
幾
業

活
Er

協
同
組
合
副
代
表
監
事
(
現
在
)
、

定

護
軍
遍
区
高
速
道
地
権
者
組
合
組

固

合
長
(
現
在
)

圃
滞
納
処
分
に
よ
3
電

国
語
Am
加
入
権
を
公
売

マ

と

き

八

け

μuω
午
前
十
時

i
l時
十
・
分
(
午
前
九
時
間
卜
五
・
分

か
ら
説
明
)

マ
と
こ
ろ
山
役
所

前
庁
合
五
附
第
三
i
五
会
議
京
マ

そ
の
他
詳
し
く
は
「
広
報
」
じ
川

一

u号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
問
い

合
わ
せ
収
税
課
(
内
線
1
3
0
3
)

圃
県
統
計
ヴ
弓
ワ
コ
レ

園
ワ
1
ル
Am
作
国
間
募
集

マ
応
募
資
格
小
川
千
生
(
三
年
以

下
)
、
小
学
中
(
問
年
以
上
)
、
小
学

生
、
日
校
以
上
の
生
徒
・学
生
、
一
般

身近なすばら t1
発見!マみまセんわ?
上Hト小県こ肘ばらしいふるさとめくりI

の
五
郎
門
ほ
か
マ
締
め
切
り
八

日
二
卜
日

巾

マ

問

い
合
わ
せ

h
r

州
諜
統
計
係

(
内
総
1
2
2
6
)

働
く
婦
人
的
家
マ
老

人
・
病
人
介
護
講
習

ト一一一一企画課(内線1224)
上田地域広域行政事務組合が、国の山るさと市町村

圏に選定され、 10億円の基金で各種事業を展開してい

ます。上田市では、昨年に引き続き「よ田 ・小l早この

すばらしいふるさとめぐり Jを行います。

・とき 8月30白(8)、9月3日(村、 9月6日(8)(し、ず

れもコースは同し)

・コース 市役所(午前8時45分出発)ー→上田創造
館(午前9時出発)ー→ともしび博物館・妙見寺(武

石村)ー→美ケ厚 ・美ケ原高原美術館(昼食)ー→

和田宿(和田村)ー→長門町ふるさとセンタ一一→

上回創造館(午後3時50分)ー→市役所(午後4時)

・参加費 1.000円(昼食代を含も)

・申し込み 下記のとおり往復はがきで申し込みくだ

さい (7月31日闘の消印まで有効)。応募者多数の場

合は抽選(各日とも定員40人)01枚て 4人まで有効

参加者を募集します

マ

期

間

九

川
一

u
ω
l
l
H八

日

ωの
聞
の
卜
丘
日
間
マ
会
場

働
く
婦
人
の
家
(
村
本
町
二
マ
対

象
将
点
、
主
人
や
病
人
介
識
に
附

す
る
就
業
を
品
盟
し、

A
2
講
山
中
川
日
仰

を
受
講
で
き
る

-K性

マ
内
容

位

入
、
病
人
の
介
必
に
必
要
な
知
識
、

技
能
な
ど
の
識
刊
行

マ
受
講
料

無

料
(
教
材
刊
約
二
千
円
は
自
己
れ
判
)

マ
申
し
込
み
印
鑑
持
参
で
、
上

小
地
万
ぃ
下
務
所
厚
生
課
内
女
性
就
業

相
殺
初
出
係

(
材
木
町
二

・
岱
⑫
1

2
6
0
内
線
3
2
8
)
働
く
財
人
の

家

F
E
@

2
9
8
8
)
へ

マ
募
集

期
間
八
日
三
日
川
i
同
卜
日
川

園
『
ひ
ま
わ
り
号
』
み
れ

-
a
v
A
m
旅
へ
ど
う
玲

「
ひ
ま
わ
り
サ
」
は
、
身
心
開
主

将
の
か
た
が
、
「
州
市
・
に
釆
り
た
い
」

と
い
う
胤
い
を
尖
現
さ
せ
よ
う
と
い

う
仲
間
で
走
ら
せ
る
州
市
で
す

マ

と

き

九

円
二
卜
日
川
マ
目
的

地
祈
山
市
・
マ
リ
ン
ヒ
ア
日
本
海

(
水
政
館
}
マ
問
い
合
わ
せ

間
茂

む

(
岱
⑫

8
3
4
3
)

ともしぴ博物館内部

オモテ

〒386

上上
回図
布市
企役 l大
商所 |手
諜 11

16 

圃
千
曲
町
団
地
(
新
築
)

園
入
居
者
募
集
し
ま
守

マ
募
集
団
地
千
山
町
問
地

(平

成
問
年
度
新
築
分
二
開
)
約
三
十
一
戸

マ
家
賃

三
万
二
千
五
百
円
限
度

(
入
院
は
十
月
上
旬
か
ら
)
マ
募
集

期

間

八

月

一
日
川
1
同
二

1
日

ω

マ
問
い
合
わ
せ
管
理
課

(
内
線

1
5
0
5
)
 

ひまわり号の旅参加費

乗車駅 |大人小学生幼児

一一一

哩ナ虻生
滋童子

回中 S，SE

;LOFtl5 
3詩昼食代を含みます。

1，000 
円

[6] 広報うえだ4.7. 16 

新築分の千曲町団地

~&hi理鞠越盤
上田市選挙管理委員会

明日へのかけ橋

参議院議員通常選挙

投票日7月26日(日)

一票で築こう



ε3月の相談
時 | 会場など

8 J-J 14 1:1 (斜 l

13: 30-15 : 30 

8 )]28 1:.1 (斜

13 : 30 -15 : 30 

8 JJ 6臼(f;)
13: 00-16: 00 

8 1113日(f;)

13・00-16:00 

8月3n(Jl) 
8 : 30-17 : 00 

8円10!-I(Jll 

10:00-15:00 

IJt.i担火1I1i!LI 

10: 00-15 : 00 

8 JI15 1:1(1:) 

10 : 00-ïl~ '1二

8 1119円{水j

13 : 30-15 : 00 

IIT.i!!l J J - ~r.1I11l1:J 

9 : 00-16 : 00 

1tT.i担JJ --1:111，' LJ (午前}
9 : 00-16 : 00 

11þ.i自 JJ~令111，'1:1

9 : 00-16 : 00 

í，j，}~JI- 金11/1'[1 

9: 00-16 : 00 

1，tj担J]-1:11必[1
8 : 30-19 : 30 

( 1:11/1: U は12:30 ¥ 

n・l:納付司ゎrJ、口座振替1))便利7す I

-
2
一
父
通
災
害
共
済
』
お

圃
気
軽
に
申
し
込
み
を

交
通
災
害
共
消
は
、
五
月
三
十
一

日
で
共
凶
期
間
が
切
れ
ま
し
た
。
六

月
か
ら
は
市
民
課
、
各
支
所
で
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

マ
会
費

一
般
一
九
百
円

マ

市

で

負
担
す
る
人
①
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
②
身
体
障
害
者
二

i
三

級
)
③
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
人
④

交
通

・
災
害
遺
児
⑤
七
十
歳
以
ょ
の

人
(
大
正
十
一
年
五
月
三
十
一
日
以

今月の納税

2期
固定資産税

都市計画税

国民健康保険税 1期

納期限はア用31日です

社会制布1:協議会

宮⑫ 2025

予約先{ま'1ミi吊f31

t立泌(r'~~司!1389) 

市

役

所

宮
⑫
4
1
0
0

日上
相談

;I~I ) 

談

談

相談

法律相談

(予約 Hjll)

名

相

と

キ自

談

政

律

相

心配

行

i去

J: 111尚x会議所
宮 ⑫ 4500

前
に
生
ま
れ
た
人
)

マ
問
い
合
わ

せ

市

民

諜

(
内
線

1
3
5
8
)

圃
上
園
地
線
就
臓
ガ
イ

E
q
b
ス
へ
ど
う
玲
f

マ
と
き

七
月
三
卜
日
附
午
前
十

時
1
午

後

凶

時

マ

と

こ

ろ

上

回

商
工
会
議
所
戸
五
附
)
マ
対
象

平

成
五
年
三
月
に
大
学
、
対
.
大
、
同
心
号
、

呼
修
学
校
を
卒
業
予
定
の
人

マ
問

い
合
わ
せ
上
旧
公
共
職
業
安
定
所

(宮
⑫
6
3
6
3
)

'1ミi岳山 !i'lぷ

(iHJj:-;'.'i 31活)

llI少年初|淡当

官 ⑫ 8080

来日1¥保有凶

似 1tfセンタ-

E ⑮ 3096 

，j
 l
 
I
 

内}

f定

保険年金相談

交

市 民相談

消費生活相談

談

談

§火
a此

本自

本目

相

年

て

通

少

"'"民E
同

膏

子

「夏休み親子ふれあい見学会」日程

「身近な生活」コース「文化と歴史」コース

幾重量バイオセンター

~IJ所温泉森林公園

{出発)

上田中央消防署

8月12日附

9: 15 
9:30-
10:30 
10:50-
11 :30 
12:00-
14:00 
14:30-
15:30 
15:45 

{出発)

1言渡国介寺史鍬公園
肉資料館

8月7日幽

寝間の鎗

上回創造館

9・15
9:30-
10: 30 
11:00-
11: 40 
12:00-
14: 20 
14: 50-
15:30 
16:00 

見

君主

~ 

と
き

夏休み親子ふれあい見学会
へどうぞf

・参加できるかた 小字生 (3----6年生Jと保説者。1li¥す
i雫謀者向i半とし申し込みは一家族3メまで。
・参加料 邪~.j 

・昼食 間単む豊良を市で用意しま9'。

・申し込み I王1要はガきて下記により申し込んてく疋さい。

はわき目-~ffo1 {51とし、7月31日働までの泊印のあるも
ののみ奇効。応募雷多到の場合はJ由選とし、結罪let返信は
ガさてお知らせします。

秘書課(内線1112)

. 
クリーンセンター

遺跡見学

(変更の場合あり)

(解散)

設

(解散)

定
員 40人

t集合場所へ自家用車でくる

人

市民体育館前 9時10分に
集会

t集会土器所へ自家用車以外で

〈る人

市役所正面玄関前 9時!日

分に集合

40人

t集合場所へ自家用車でくる

人

市民体育館前 9時1日分に

集合

t集合場所へ自家用車以外で

くる人

市役所正面玄lIIl前 9時10
分に集合

集

合

{ア}

復図の館

広報うえだ4.7. 16 



-山崎福太郎九

( 6か月・上泡尻)

「そろそろ縫乳食を始めa:

'l'J。とてもあいきょう11あ
りますよJと田のl慎子さん。

‘. 
t
 

u

r
M
J
b.
 

保健ttt
保健予防諜(内線 1374)

.8月の乳幼児健康診査
じ〉受付時間 いずれも午後111守-211寺 1>持ち物 母子

世t様子11此パスタオル(4・10か月児)、的ブラシ (1 I.'!t 6 

カ・月児) 11災6か月児{主、亦ちゃん乎l阪のrllにある他Jj民主全
保採に記入し てお持ちください，3 j設児の{述康診先紫は、

tii式が変わりました。また、 悦聴覚検れのアンケー トむ)JII
わり ましたので!日紙をお送 1)します。ご記入のうえ品J!J涙診

査にお出かけください Q

保健センター(市役所南庁舎2階)
健 雪~~ト 築地日 生年 月 日

4 か 月
8J=l4B 4. 3. 16-3. 31 
8月18日 4. 4. 1-4. 15 

10 か 月
8月6日 3. 9. 16-9. 30 
8月27日 3. 10. 1-10. 15 

1，議6か月
8月19日 3. 1. 16- 1. 31 
8月26臼 3. 2. 1-2. 15 

3 13定
8月3日 7じ. 7. 1-7. 15 
8月24日 フじ. 7. 16-7.31 

塩田母子健康センター(塩田地区)

4 カゐ 月
8月17日

4 3. 16-4. 15 
10 か 月 3. 9. 16-10.. 15 
3 t;R 8月31日 7じ. 6. 1-7. 31 
川西社会福祉センター(川西地区)

4 か 月 4 . 3. 16-4. 15 
10 か rJ 8 }-125日 3. 9. 16-10. 15 
1 J寂6か月 3. 1. 16-2. 15 

第21回 r 臨時パス・電車時刻表 (臨時のみ、8月 Ifヨ)会社名 西武前発 行先 別所温泉発 下之郷発 上回漕

々 官EEE 
fFH8:14 

18: 30 

Jて
21 : 00 傍陽 9・33 19: 49 

/ 
上国交通

上 22: 13 22: 28 

21 : 10 赤 坂 関 上回発 下之郷発別所温泉着

(名
ス 一 交通 21 : 13 21 : 31 一一一ー
川中 島

} 

21 : 51 22: 07 21 : 00 下半過
パ ス 22: 35 22 : 50 I 23: 02 

置璽Eヨ

(12) 

上田わっしょい交通規制図

広報うえだ4.7. 16 [8] 
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